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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞

· 今年度に入り、３ヶ月経ったのでスタッフ面談を行っていきます。

· 就労前準備段階プログラムの今週の内容が、雇用者側を招いての講義の予定でしたが都合が悪いとの事で、今週と来週を変更します。

· 明日、本多　富美様　午前中に見学予定です。

＜外来より情報提供＞

· 鈴木　恵美子様～咽頭痛訴えられているが、昨日風邪薬処方となっている為本日処方なし。

· 中居　松男様～青明舎の納涼会へ参加する事を主治医へ報告しています。

· 平　康子様～１１日に頭痛があったと話されていますが、体育館で体を動かした後には良くなった

と話されています。

· 長瀬　紘一郎様～血圧を記録した物を主治医へ見せてこられています。血圧安定しています。

· 柳町　信之様～幸房やナイトケアの報告を受け内服薬わずかに増量となっています。本人へは主治　　　　

医より、周りのスタッフへ心配をかけない為と説明していますが、診察終了後、診察介助に入っていたスタッフを睨むようにして退室しています。

· 中居　美津子様～幸房でセルリアンの手伝いをするようになってから疲労感があると話されてい　　　　　　　　　　　

ます。

· 坂本　健治様～　本日外来受診されている為、デイケアの見学を勧めていますが拒否されています。　　　　

現在の生活リズムについて就寝時間が0:00～1:00、起床時間が昼近くになっていると話されています。日中どのように過ごしているのか確認すると、大学へ行く為に勉強しているとのこと。

本人と面識のある田名部浩平様が水曜に受診後デイケアへ通所している為、外来を水曜に変更し外来後デイケアを見学してみるように本人とご家族へ説明しています。来週火曜に本人宅へ電話し再度声掛けを行います。

＜青山荘定例会議報告・検討＞

※内容は資料参照

· 平　康子様（56）　統合失調症　

下村　藤江様との関係が本人にとってストレスとなっている様子。頭痛を訴えられデイケアを拒否されていたと青山荘より情報あり、来所後も下村様に対する苦情をスタッフへ話して来られています。

　●今後の対応…○体を動かすことで頭痛が治ったと話されていたと情報があった為、ストレス発散の為にも運動を促していきましょう。

　　　　　　　　○下村様の近くに自分から場所をとっていることが多くみられる為、離れた場所に座るなど、距離を置く事も手段として使えることを本人へ説明していきましょう。

　　　　　　　　○現在スタッフへは相談に来ることが出来ているので、本人の相談できる場所を継続して提供していくようにしましょう。又、スタッフを介して下村様への苦情を訴えることによるトラブル防止を図っていきましょう。

＜通リハ評価＞

デイケア　川口　律子　様（25）統合失調症
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＜本人の状況等＞

評価項目Ａ）・入浴、更衣は定期的に行う事が出来ています。

　　　　　　・服装について、下着が透けて見えているときや化粧が濃すぎる時があり、時折指導要しています。

　　　　　　・「皮膚が弱いから（大衆浴場だと）うつる」と話され両下肢の剃刀負けを気にした言動あります。更衣については入浴の際に行っているとの事ですが、毎日入浴しているわけではない為、入浴日以外の更衣については不明です。

　　　　　　・季節に合わせた服装は出来ていなく、寒い日に薄着で来所し、「寒いから帰る」と帰宅してしまうことがしばしば見られています。

評価項目Ｂ）・18：30に就床し、5：00に起床していると話されていますが、同居人の生活リズムに合わせて変化しており、夜間出歩くこともしばしばあるとの事。

　　　　　　・デイケアの参加状況も良いとは言えず、同居人の都合に合わせて欠席する事も多く見られています。

評価項目Ｃ）・表面的な会話は行う事できています。

　　　　　　・他メンバーが話し掛けてくれないから嫌われていると思い込み、自分から話し掛けようとしないことが時折見られています。

　　　　　　・自分の用件についてスタッフ及び、他メンバーへ伝えることが出来ていないことがあります。体調不良を訴え、早退する際にも、自分の状態について「痛い」「気持ち悪い」と伝えることは出来ますが、どの様に具合が悪いのかを詳しく伝えることが出来ずにいます。

評価項目Ｄ）・自分の意志を伝えてくることは少なく、同居人に言われた事により主張の内容が変化しています。

　　　　　　・プログラムの内容によって要求の表現が過剰となる事があります。

評価項目Ｅ）・特定のメンバーに対しては合わせることが出来ています。大グループとなると決して自分の意見を出そうとされず、自分の意に添わないことがあると欠席する等、周囲に合わせて動くことが出来ずにいます。

評価項目Ｆ）・運動プログラムに対しては集中して取り組まれていますが、それ以外のプログラムは体調不良を訴え見学したり、欠席される事が多いです。

評価項目Ｇ）・以前いたスタッフとトラブルがあり、今でもそのスタッフの顔を見ると大声で叫びたくなるとの事で自ら低く評価されています。

　　　　　　・男性メンバーのいる場で性的発言されたり、他メンバーの言動に対して指をさして笑われることがあります。

　　　　　　・メンバー間の物のやり取りは禁止していると再三説明していますが、他メンバーへ砂糖を配る行為等見られています。

評価項目Ｈ）・カラオケなど休みの日には他メンバーと遊びに行っている様子ですが、常に同居人と一緒に行動されているとの事で、全て同居人が行ってくれると話されています。その為、自分一人では対人関係を保つことが出来ないと考えられます。

評価項目Ⅰ）・全てを同居人に任せているとの事で、自分一人では出来ないと話されています。

評価項目Ｊ）・デイケア内の当番であれば自分から動くことが出来ています。

　　　　　　・スタッフから頼まれた作業に対しては文句を言われながらも、取り組むことが出来ています。

＜問題点＞

・行動の全てが同居人に影響されており、一人で意志決定することが出来ていない。

・その場や季節に合った服装が出来ず、化粧も奇抜となることが多く見られる。

・自分の思った事や状態を上手く相手に伝えることが出来ず、他者とトラブルになることや気分を害し体調を崩すことがある。

＜今後の対応＞

· マナー講座や、選択プログラム等で化粧や服装についての勉強会を行います。

· 通所時の服装が奇妙な感じを受けるものであった場合は、本人へ指摘する。化粧については、本人も化粧が下手であるという自覚を持っている為、通所時にスタッフと一緒に化粧直しを行ったり、個別に指導を行うなどして対応しましょう。

· 体調不良を訴えてこられた際には、どのような状態にあるのか詳しく話すことが出来るようにスタッフが誘導していきましょう。

· 他者とトラブルになりそうなときや表情が冴えない時にはスタッフから声を掛け、何があったのか聞ける環境を作りましょう。又、内容によって川口様が自分から話し掛けることが必要であることを説明しましょう。

· スタッフや他メンバーの言動を見て悪口を言われているなど、被害的となってしまうことが時折ある為、場合によってはスタッフ介入し周囲との関係作りを支援していきましょう。

＜青山荘定例会議　資料＞

村田　昭一様～　先週の外来受診時に、グループホームとナイトケア利用について主治医へ確認し許可をもらっています。後日、顧問医へ今後の方針について確認します。

中居　松男様～　青山荘では特に変化見られません。今後の事について現在毎月10万円づつ両親から通帳へ振り込んでもらっているが、両親が亡くなった後もお兄様が継続して振り込んでもらえるか不安であること、退所後も服薬は継続するが再発しないか心配であることを訴えられています。

　　　　　　　　退所後は平日にデイケアを利用、休日は青明舎を利用すると話されています。生活の場としては、アパートを希望されています。

田名部　一樹様～　最近、朝の当番を忘れていたり、少し当番の仕事をすると自室へ戻ったりとダラダラした様子見られています。外泊時の家での様子について確認すると、何もやらずに過ごしていると報告されています。外泊へは自分でバスを使用していくこと出来ています。今後の目標は引き続き体力作りとしています。

大久保　康弘様～　夜間22：30～5：30まで寝ていると話されています。夜間電気がついていることがあることを指摘すると、「トイレに起きた後つけっぱなしだった。トイレの後の記憶がないから分からない。」と話されています。

金銭面では、2万円の小遣いで遣り繰り出来るようになっており、千円ほど残すことが出来ています。

巴　勇樹様～　先々週の日曜日に御両親が来所。手帳と年金の説明を受けたいとのことで説明しています。説明後、年金申請依頼受けています。

　　　　　　　外泊については、迎えがなくても一人でバスを利用することが出来ると話されています。今後の課題として「体力がない」と話され、ウォーキングを継続していくこととしています。デイケアで眠気を訴えられ、夜間ラジオを聞いて過ごしていることがあると話されています。

袴田　淑子様～　７月９日歯科受診し痛み止め３日分処方となっています。

　　　　　　　　起床することが出来ず、声掛けにも起きることが出来ないとの事で今後生活リズムを付けていくことを目標にしていきます。７月１１日に眠れていないという訴え聞かれています。頓服で出ている就床前薬の飲み方が、夕食後に服用したり深夜に服用したりとバラバラになっています。

関　秀治様～　７月８、10日の日記の中に「熱っぽい、風邪を引いたみたいだ」と書かれていることありました。その後は、「良くなりました」と話されていますが、朝の散歩は大事を見て休んでいるとの事。

田澤　勝敏様～　トイレ回数多いとの事で、１日10回程排便に行くと報告されています。外来受診時にスタッフ同行し、主治医へ報告しています。処方されている薬の中に下剤が３種類入っていた為、１種類減らしています。その後は、訴え聞かれません。

手帳の更新行なっており、陸奥市より新しい手帳届いています。

奥山　以依子様～　デイケアまでの往復の際に道を間違える事ありますが、以前より頻度は少なくなっています。プログラムへも、変わりなく参加出来ています。主治医へデイケア通所について許可下りていますが、正式な通所はまだ難しい状態です。

関口　禅様～　毎日、五十肩体操と肩こり体操を継続して行うこと出来、湿布貼布行っています。肩の調子については良くなってきたと話されています。

番沢　政勝様～　「寒い」「眠い」「だるい」と訴えること多いです。寝てばかりいるのではなく、体を動かすことが必要である事説明していますが、寒いから眠いと話されています。

　　　　　　　　自炊では、２週間麺類を続けて食べている為、スタッフと一緒にメニューを考え米を炊いています。「久しぶりに米炊いた。また来週から麺食べる。」と話されています。

　　　　　　　　本日テレビを見て「どうしよう、自立支援法通っちゃったよ」と話されています。

清水　泰雅様～　朝食作り開始後より、デイケアの遅刻が目立つようになって来ています。本人へ、朝食つくりを止めるか、頻度を少なくするように勧めていますが「やる」と話されています。メニューとしては、パンにチーズを挟んだものと野菜ジュースだけだが、朝起きれずスタッフに起こされて慌てて食べています。自室では特に何もすることなく、横臥して過ごされています。

外泊時には、朝早くから準備をして待たれています。ご家族は退所後アパートでの一人暮らしを希望されています。現在の状態を見て、とてもよくなったと話されていますが、入浴を行わない、生活リズムが確立されていないという現状を見てもらうためにも、１週間外泊して様子を見てもらいたいことを主治医へ相談してみます。

平　康子様～　11日朝の体操時頭痛を訴えられていますが、バイタル異常はありません。本人「１日休めば良くなる」と話されていますが、理由について再度尋ねると、「デイケアで下村さんに色々言われて嫌だ。」と訴えられています。13日も同じ理由で頭痛訴えられ、「下村さんと一緒に居るとストレスが溜まる。」と話されていますが、デイケアで過ごす際に、常に下村様の隣り等そばにいて過ごされています。

